
【医療部】　平成２３年度一般会計優先事業調書の考え方

≪細事業総数及び優先付対象事業数等≫

総事業数 対象外 対象

7 1 6
※下記に該当する細事業は、優先順位付けの対象外としています。

　○○人件費、○○積立金、○○一般経費、公債費、災害復旧費、選挙執行経費、指定統計経費、予備費

優先区分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

医療部における予算要求の考え方、方針

住民が住み慣れた地域において健や
かで充実した生活を送ることができる
よう、医療拠点を確保し、患者本位の
安全で安心な医療サービスの提供に
資する各種施策を推進する。

医療部における優先区分の考え方など

患者本位の医療提供体制を維持・充実を図るうえで根幹となる極めて重要な
ものであり、最優先と考えられるもの。

患者本位の医療提供体制の維持・充実を図るうえで重要なものであり、優先
順位が相当高いと考えられるもの。



（単位：千円）

事業費 国府 市債 その他 一財 事業費 特定財源 一財

医療政策
課

市立病院繰出金 823,546 823,546 851,975 851,975 ○ ○ Ａ Ａ －

医療政策
課

市立診療所繰出金 35,000 35,000 28,000 28,000 ○ ○ Ａ Ｂ －

医療政策
課

地域医療体制整備補助
金

25,692 25,692 26,176 26,176 ○ ○ Ａ Ｂ 高

医療政策
課

救急医療体制強化補助
金

3,000 3,000 1,600 1,600 ○ ○ Ａ Ｂ －

医療政策
課

休日応急診療事業 3,650 3,650 3,650 3,650 ○ ○ Ａ Ｂ 低

医療政策
課

医療確保奨学金貸与事
業

20,400 20,400 13,200 13,200 ○ ○ Ａ Ｂ －

Ａ

Ｂ

H22事務事業評価等

Ｈ23年度　原課要求ベース
所管課

市民が安心して生活できるための医療環境を確保することを目的
に、民間病院、診療所に対し、施設整備等に係る支援を行う。
　丹後中央病院、丹後ふるさと病院、宇川診療所

事　　業　　内　　容　　等
達
成
度

優
先
度

規
　
模

内
　
容

効
率
性

市民が安心して医療を受けられる地域医療の充実を図るため、市
内に設置している診療所の運営に必要な経費を繰り出すもの。

市立病院の運営を維持するため、必要な経費の一部を繰り出すも
の。

（参考）Ｈ22現計予算

市の医療の充実に必要な医師の養成及び確保に資するため、市立
病院等の地域医療機関における医師の業務に従事しようとする意
思を有する者に対し、奨学金を貸与する。

市民が安心して生活できるための救急医療体制を確保することを目
的に、休日における急病患者の診療業務について、医療機関に委
託するもの。
市内病院、診療所への委託料。

市民が安心して生活できるための救急医療体制を確保することを目
的に、民間の救急告示病院、救急診療実施に係る支援を行う。
　丹後中央病院

優先区分

【医療部】　平成２３年度一般会計優先事業調書
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